
農場では, 地域住民を対象とした市民農業講座を開催するとともに, 農業技術研究会を立ち上げて, 農場で開発し

た技術の移転を進めている｡ また, 幼稚園児, 小学生を対象とした食育に取り組み, さらに地域住民に施設を解放し,

また農場実習の副産物を定期的に販売するなど, 様々な形で市民との交流を図っている｡� ���������������
地域住民を対象に, 毎年４月上旬に開催される展示即売会にあわせ, 農業に係わる今日的な話題をわかり易く解説

した公開講座を開催している｡ 本年は第37回市民農業講座として以下の２講座を開講した｡

・キノコの話

馬田英隆 農学部教授

・生殖介助技術と家畜の生産

吉田光敏 農学部教授�����������
指宿植物試験場では, 熱帯果樹栽培の振興を目的として, 指宿熱帯果樹研究会を定期的に開催している｡

対象：生産者 (20名)

開催回数および時期：年４回 (６月23日, 11月15日, １月27日, ３月17日)����������������
入来牧場では, 自営を目指す鹿児島県農業大学校生に対して, 大規模牧場での家畜管理法および飼料栽培法の実習

教育を実施した｡

人数：２名

時期：４月18日～６月30日� ������������������������
指宿植物試験場主任の遠城道雄助教授が ｢グリーンフェスタいぶすき｣ の実行委員に就任し, 会発展のための助言

を行っている｡ また, 開催前日の植物品評会の審査委員長を務め, 審査を行っている｡������������������������
指宿植物試験場主任の遠城道雄助教授が ｢奄美ゆいの郷｣ の理事に就任し (平成18年２月16日～平成19年５月31日),

会の事業である高齢者, 身障者, 健常者がともに, ゆいの心で助け合える住みよい癒しのまちづくりとスローフード,

スローライフの普及活動に参画している｡����������
入来牧場主任の伊村嘉美助手が ｢八重山高原星物語｣ の実行委員に就任し, 会発展のための助言を行っている｡� ������������
子供達の食の乱れの是正や自然への渇望を満たすために, 技術職員を中心に下記のような食育の取り組みをしてい

る｡���������������������������
対象：鹿児島大学教育学部附属小学校, ５年生, 156名

時期：５月～10月

内容：水稲の播種から稲刈りまでを体験させ, 主食である米がどのようにしてつくられるかを学ぶとともに, 働

くことと食物への感謝の気持ちを醸成させる｡ ５月に播種, ６月に田植え, ７月に草取り, 10月に稲刈り

を行う｡�������������������
対象：めぐみ幼稚園, 園児, 50名
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時期：５月：芋植え, 11月：芋掘り

内容：自然とかけ離れた環境で育った園児に, 土にまみれてサツマイモを育てることを介して, 自然と食に興味

を持つようする｡ ５月にサツマイモの苗植え, 11月に収穫を行う｡�������������������
対象：中郡小学生, 128名

時期：６月14日

内容：教科書に出てくる昆虫の実物を観察させ, 理科教育の効果を高める｡�����������������
対象：鹿児島大学教育学部附属幼稚園, 園児, 70名

時期：11月１日

内容：店頭に並ぶミカンが樹になることを学ばせ, 食べ物の不思議さを理解させるために, ミカン狩りを行う｡� �����
周辺住民の散策場所として, 農場を常時解放するとともに, 自治体や団体等が開催するイベントに対して, 要請が

あれば積極的に施設の開放を行っている｡������������������������
対象：一般市民

時期：随時

内容：鹿児島市内に位置する学内農場農事部と唐湊果樹園は, 農場見学, 俳句読み, 植物採集, 写真撮影, 散策

など, 都市に浮かぶオアシスとして市民の人気スポットである｡ 農場としては, 癒しの空間として農場を

整備し, 市民に開放するとともに, 来場者に対して農場施設の役割を啓発する｡����������2005������
対象：一般市民

時期：８月６日 ９時～21時

内容：薩摩川内市主催のイベント (����施設公開, 望遠鏡施設公開, 親子科学実験もの作り, 入来牧場施設公
開, リバースクール ｢水辺で遊ぼう｣, 特産品出店など)������������������

対象：一般市民, 600名

時期：８月

内容：薩摩川内市が主催する健康増進活動の一つであるハイキング行事のコースとして入来牧場を解放している｡

来場される市民に畜産に関する知識の啓発を行い, 施設の意義を知らしめる｡� ������
学生実習に伴って産出される農産物の有効利用を図る観点から, 生産物の展示即売会を下記のような日程で開催し

ている｡���������������
対象：一般市民, 約4�200～4�500名
時期：４月７日(水)～８日(木) ９時～16時

場所：学内農場の一角にテント張りの特設会場を設営して開催

内容：実習で生産した米, 野菜, 苗物, 花卉, 観葉植物, 果物, 牛肉, 豚肉など約200品目20�000点を農場職員
と学生が一体となって開催する展示販売会である｡���������������

対象：一般市民

時期：毎月, 第２週と第４週の水曜日の昼休み時に開催

場所：学内農場販売所

内容：実習で生産した米, 野菜, 苗物, 花卉, 観葉植物, 果物, 牛肉, 豚肉などを販売する｡
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(１) 唐湊果樹園

対象：一般市民

時期：毎月, 第２週と第４週の水曜日の昼休み時に開催

場所：唐湊果樹園

内容：実習で生産した果物を販売する｡

(２) 指宿植物試験場

対象：一般市民

時期：毎週月曜日の昼休み時に開催

場所：指宿植物試験場

内容：実習で生産した熱帯果実, 観葉植物などを販売する｡� �������������������
11月８日 あらた同窓会 (昭和20年度農学部卒業生) (40名)

１月23日 谷山農協ブルーベリー視察 (25名)���������
８月８日 特産果樹の栽培方法及び品種特性に関する研修 (10名)

10月６日 中学生による職業人インタビュー訪問 (４名)

１月26日 南大隅町果樹花卉への取り組み研修 (20名)������
５月13日 入来町の幼稚園児見学 (30名)

６月10日 湧水町より視察研修

６月11日 種子島より 養豚に関する視察研修 (３名)

８月29日 九州地域農場協議会技術職員研修

９月15日 出水市より視察研修 (30名)

11月１日 熊本県鹿本町より視察

11月２日 大崎町より視察研修 (10名)

11月14日 国土交通省川内事務所より視察研修 (３名)

11月17日 ユーカリ学園生見学 (20名)

１月26日 錦江町より視察研修 (30名)

２月８日 大崎町より視察研修 (14名)

２月17日 市来農芸高校生視察研修 (40名)

２月20日 加世田常潤高校教職員視察研修 (２名)

３月13日 宮崎大学住吉フィールドより視察研修 (３名)

３月13日 熊本県城南町より視察研修 (10名)
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○鹿児島大学農学部附属農場管理規則

平成16年４月17日 制定

第１章 総 則

第１条 鹿児島大学農学部附属農場 (以下 ｢農場｣ という) の組織および運営については, 別に定めるもののほか,

この規則の定めるところによる｡

第２条 農場は, 農学に関する実習教育を担当するとともに, 農学理論の総合化, 実用化に関する研究を行い, 併せ

て学部講座の研究に協力するものとする｡

第２章 管理および業務の運営

第３条 農学部構内に農場本部を置くほか, 次の位置に農場施設を置き, 農場の業務を分掌する｡� 学 内 農 場 鹿児島市郡元一丁目21番24号 (農学部構内)� 唐湊果樹園 鹿児島市唐湊三丁目32番１号� 入 来 牧 場 薩摩川内市入来町浦之名字大谷4018番地の３� 指宿植物試験場 指宿市十町1291番地

２ 前項に規定する農場施設の業務の区分は, おおむね次のとおりとする｡� 学 内 農 場 農事および畜産に関する事項� 唐湊果樹園 主として果樹園芸に関する事項� 入 来 牧 場 主として畜産に関する事項� 指宿植物試験場 熱帯有用植物の導入順化, 温暖地作物栽培および泉熱利用園芸に関する事項

第４条 農場に, 次の職制を設ける｡� 農場長� 農場主事� 学内農場農事部主任 学内農場畜産部主任 唐湊果樹園主任 入来牧場主任 指宿植物試験場主任

２ 農場に, 次の事務担当を配置する｡� 農場総務係長� 農場管理係長� 農場業務係長

第５条 農場長の選考については, 別に定めるところによる｡

２ 農場主事は, 農場専任の教授, 助教授又は講師のうちから鹿児島大学農学部教授会 (以下 ｢教授会｣ という｡)

の議を経て, 学部長が命ずる｡

３ 前条第１項第３号の各主任 (以下 ｢主任｣ という｡) は, 農場教員のうちから教授会の議を経て学部長が命ずる｡

なお, 併任の教員にあっては, 任期は２年とする｡ ただし, 再任を妨げない｡

第６条 農場長は, 農場の業務を掌理し, 第２条の規定による使命遂行の任に当たるとともに, 農場の管理運営の全

般を統括する｡

２ 農場主事は, 農場長を補佐し, 農場の業務を処理し, 農場長に事故のあるときは, その職務を代行する｡

３ 主任は, 農場長および農場主事の指示に従い, 所属職員を統括し, 業務の処理運営に当たる｡

４ 係長は上司の命を受け, それぞれの係の事務を処理する｡

第３章 農場会議

第７条 農場に農場の運営に関する重要事項を審議するため, 農場会議を置く｡

第８条 農場会議は, 次の委員をもって構成する｡� 農場長� 農場主事� 主任� 学部選定委員 17人

イ 生物生産学科 ９人 (作物生産学講座２人, 園芸生産学講座２人, 病害虫制御学講座２人, 家畜生産学講座２

人, 農業経営経済学講座１人)
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ロ 生物資源化学科 ３人 (各講座 １人)

ハ 生物環境学科 ４人 (各講座 １人)

ニ 獣医学科 １人� 事務長 (人事案件については除く｡)

第９条 農場会議は, 次の事項を審議する｡� 管理および運営の基本方針に関すること� 教員の人事に関すること� 施設および概算に関すること� 学生の実習教育に関する重要事項� その他管理および運営に関する重要事項

第10条 農場会議は, 農場長が招集し, その議長となる｡

２ 農場長に事故があるときは, 第６条第２項の規定にかかわらず, 委員の互選により議長を選出する｡

第11条 農場会議は, 委員の３分の２以上の出席をもって成立し, 議事は出席委員の過半数をもって決する｡ ただし,

可否同数の場合は, 議長の決するところによる｡

第12条 農場会議は, 必要があると認めた場合は, 委員以外の教職員の出席を求めることができる｡

第13条 第８条第４号の委員の任期は, ２年とする｡ ただし, 再任を妨げない｡

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は, 前任者の残任期間とする｡

第14条 農場会議に幹事を置き, 事務長代理および農場総務係長をもって充てる｡

２ 幹事は, 農場会議の事務を処理する｡

第４章 農場運営会議

第15条 農場に, 管理運営の円滑を期するために, 農場運営会議を置く｡

２ 農場運営会議は, 農場会議が定める管理および運営の方針に基づき, 農場の運営に関する具体的な次の事項を協

議し, 議事要旨を農場会議に報告する｡� 農場の経営に関する事項� 技術職員の人事に関する事項� 予算および決算に関する事項� 学生の実習指導に関する事項� 試験研究に関する事項� 農場生産物に関する事項� その他農場長が必要と認めた事項

３ 農場運営会議は, 次の者をもって構成する｡� 農場長� 農場主事� 主任� 技術職員 ３名� 事務長代理� 農場総務係長� 農場管理係長� 農場業務係長

４ 前項第４号の委員の任期は, ２年とする｡ ただし, 再任を妨げない｡

５ 農場運営会議は, 農場長が招集し, その議長となる｡

６ 農場長に事故があるときは, 農場主事が代行する｡

７ 農場運営会議は, 委員の３分の２以上の出席をもって成立し, 議事は出席委員の過半数をもって決する｡ ただし,

可否同数の場合は, 議長の決するところによる｡

第５章 雑 則

第16条 農場長は, 農場の管理運営上特に重要な事項については, 学部長に報告し, 教授会の議を経なければならな

い｡

第17条 農場における学生実習の指導は, 農場教員が担当するものとする｡ ただし, 農場長は必要に応じ実習指導を

学部所属の教員に委嘱することができる｡

第18条 農場生産物の取扱いについては, 法令の定めるところによるほか, 別に定める｡
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第19条 学部講座が教育又は研究の必要上, 農場施設の使用又は生産物を利用する場合は, あらかじめ農場長の承認

を得なければならない｡

附 則

この規則は, 平成16年４月17日から施行し, 平成16年４月１日から適用する｡

附 則

この規則は, 平成17年３月16日から施行し, 平成16年10月12日から適用する｡� ���
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���� 唐湊果樹園 (2005年１月－12月)

月 半旬 最高気温(℃) 最低気温(℃) 平均気温(℃) 降水量(��) 月 半旬 最高気温(℃) 最低気温(℃) 平均気温(℃) 降水量(��)
1 1 11�8 1�3 6�5 25�0 7 1 30�1 25�3 27�7 3�0
1 2 10�5 1�2 5�9 4�0 7 2 27�8 22�9 25�4 82�0
1 3 9�9 1�5 5�7 6�5 7 3 32�7 24�3 28�5 35�0
1 4 9�4 2�3 5�8 4�0 7 4 34�0 24�4 29�2 0�0
1 5 12�7 4�4 8�5 32�5 7 5 34�9 24�4 29�6 0�0
1 6 12�7 5�8 9�3 15�5 7 6 32�0 23�8 27�9 204�0

１月平均 11�2 2�9 7�0 65�0 ７月平均 31�9 24�2 28�0 324�0
2 1 10�2 0�9 5�5 10�5 8 1 32�8 25�0 28�9 0�0
2 2 14�0 7�3 10�7 52�5 8 2 34�1 25�1 29�6 0�0
2 3 13�3 2�4 7�8 100�0 8 3 35�3 25�4 30�4 0�5
2 4 14�4 9�3 11�8 43�0 8 4 31�2 24�1 27�7 86�5
2 5 13�5 2�8 8�2 37�5 8 5 31�1 24�1 27�6 60�0
2 6 11�7 �0�1 5�8 0�0 8 6 33�0 22�3 27�7 1�5

２月平均 12�9 4�1 8�5 243�5 ８月平均 32�9 24�3 28�6 148�5
3 1 11�7 2�6 7�2 22�0 9 1 31�6 24�5 28�0 111�5
3 2 16�8 4�6 10�7 4�0 9 2 30�0 24�1 27�0 122�5
3 3 12�7 3�6 8�2 22�0 9 3 32�1 23�0 27�6 1�0
3 4 17�2 6�7 11�9 9�5 9 4 32�4 22�5 27�4 0�0
3 5 15�6 5�6 10�6 46�0 9 5 32�9 21�5 27�2 0�0
3 6 18�1 6�9 12�5 29�0 9 6 29�0 20�8 24�9 0�0

３月平均 15�4 5�1 10�3 132�5 ９月平均 31�3 22�7 27�0 235�0
4 1 20�3 7�4 13�9 0�0 10 1 31�0 23�1 27�0 29�5
4 2 24�5 16�2 20�3 36�0 10 2 27�3 20�0 23�7 52�5
4 3 20�9 10�1 15�5 0�0 10 3 28�8 21�6 25�2 0�0
4 4 23�8 11�7 17�8 21�0 10 4 27�7 14�4 21�1 0�0
4 5 23�0 9�8 16�4 0�0 10 5 23�0 10�9 16�9 0�0
4 6 25�8 14�7 20�2 15�0 10 6 22�1 13�4 17�7 15�5

４月平均 23�1 11�6 17�3 42�0 10月平均 26�5 17�1 21�8 97�5
5 1 25�3 17�3 21�3 159�0 11 1 23�7 13�8 18�8 14�5
5 2 24�7 14�5 19�6 22�5 11 2 23�3 13�0 18�2 23�0
5 3 26�1 14�6 20�4 0�5 11 3 21�0 13�3 17�1 102�0
5 4 26�4 15�1 20�7 24�5 11 4 18�2 6�8 12�5 0�0
5 5 25�2 14�4 19�8 4�5 11 5 18�8 6�8 12�8 0�0
5 6 28�2 15�5 21�8 0�0 11 6 18�3 6�6 12�4 16�0

５月平均 26�0 15�2 20�6 211�0 11月平均 20�5 10�1 15�3 155�0
6 1 27�5 17�5 22�5 32�0 12 1 13�2 5�2 9�2 31�0
6 2 30�0 20�4 25�2 0�0 12 2 13�4 3�2 8�3 1�5
6 3 28�5 20�2 24�3 21�5 12 3 9�1 2�9 6�0 23�5
6 4 27�9 19�0 23�5 8�5 12 4 10�6 1�6 6�1 9�0
6 5 27�0 20�6 23�8 140�5 12 5 10�3 1�3 5�8 24�0
6 6 32�3 25�2 28�8 6�5 12 6 12�8 2�4 7�6 3�0

６月平均 28�9 20�5 24�7 209�0 12月平均 11�6 2�8 7�2 92�0
年 平均 22�7 13�4 18�0 1955�0
年 極値 36�2 �2�5 131�0
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���� 指宿植物試験場 (2005年４月－12月)



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―



Ⅵ 資 料

―��―



鹿児島大学農学部農場年報 第１号

―��―


